
■経営の効率化は着実に進展
　人件費は、職員数や退職給付費用の減少から、前期
比2億25百万円減少の97億7百万円となりました。物
件費は、業務委託費の増加などから前期比1億22百万
円増加の92億32百万円となりました。税金を含む経
費合計では、前期比84百万円減少の199億20百万円
となり、経営効率化は着実に進んでいます。
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当期純利益の推移 
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利益の状況・経営の効率化

■コア業務純益は3期連続で過去最高益を　更新
　コア業務純益は、預金や貸出金、為替業務などで
あげた利益（業務純益）から一時的な変動要因を除
いた、銀行の本来業務での収益力を表す指標で、一
般企業の営業利益に相当する概念です。今期のコ
ア業務純益（注）は、前期を1億円上回る143億円とな
り3期連続で過去最高益を更新しました。

■当期純利益は過去3番目の高水準
　経常利益は、投資信託や国債などの預かり資産の
販売手数料増加や、株式関係損益の改善などから、
前期を24億87百万円上回る70億 16百万円とな
りました。当期純利益は、前期を1億83百万円上回
る43億 21 百万円となり、過去3番目の高水準と
なりました。

コア業務純益の推移 

(注)コア業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入、信託勘定償却、国
債等債券損益を除いて算出します。 

単位：億円 

経費の推移 

（注）グラフ上の値は各項目とも切り捨て表示です。 

単位：億円 

経常利益・当期純利益

経営の効率化

コア業務純益
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単位：億円 
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人件費 
物件費 
税　金 


